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去
る
５
月
31
日
（
土
）、
北
星
学
園
大
学
後

援
会
総
会
及
び
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
お
忙
し
い
中
に
も
関
わ
ら
ず
約

１
１
２
名
の
会
員
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

総
会
は
大
学
事
務
局
次
長
の
司
会
で
、
深
澤

秀
則
後
援
会
会
長
、
田
村
信
一
学
長
（
顧
問
）

の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
後
援
会
会
長
を
議
長
に

選
出
後
、
次
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
全
て

提
案
ど
お
り
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

　

①
２
０
１
３
年
度
事
業
報
告

　

②
２
０
１
３
年
度
決
算
お
よ
び
監
査
報
告

　

③
２
０
１
４
年
度
事
業
計
画

　

④
２
０
１
４
年
度
予
算

　

⑤
役
員
改
選
に
つ
い
て

　

①
②
③
④
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
２
ペ
ー

ジ
、
⑤
に
つ
き
ま
し
て
は
１
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。

　

続
い
て
、
濱
副
学
長
か
ら
学
生
の
課
外
活
動

に
対
す
る
後
援
会
か
ら
の
援
助
や
、
後
援
会
文

庫
の
寄
贈
に
係
る
お
礼
が
あ
り
、
各
学
部
長
よ

り
学
事
状
況
の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
、
今
年
度
も
就
職
講
演
会

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
就
職
支
援

課
長
の
鈴
木
克
知
か
ら
、「
学
生
の
就
職
事
情

を
考
え
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
近
年
の

就
職
活
動
や
最
新
就
職
事
情
に
つ
い
て
解
説
が

あ
り
ま
し
た
。
お
子
様
の
就
職
活
動
に
つ
い
て

は
、
な
か
な
か
情
報
が
得
に
く
く
、
こ
の
よ
う

な
就
職
講
演
会
は
皆
様
に
と
っ
て
大
変
貴
重
な

機
会
の
よ
う
で
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
毎
年
恒
例
と
な
り
ま
し
た
、
小

グ
ル
ー
プ
ご
と
の
大
学
施
設
の
見
学
を
行
い
ま

し
た
。
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
フ
ロ
ア
の
あ
る
図
書

館
を
は
じ
め
、
チ
ャ
ペ
ル
や
体
育
館
、
Ａ
館
、

就
職
支
援
課
な
ど
主
な
施
設
の
み
の
見
学
で
し

た
が
、
施
設
見
学
は
普
段
大
学
の
校
舎
等
を
見

学
す
る
機
会
が
少
な
い
ご
父
母
の
皆
様
か
ら
の

ご
要
望
が
大
変
多
く
、
熱
心
に
担
当
職
員
の
説

明
に
耳
を
傾
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
大
学
会
館
３
階
（
食
堂
）
に
て
立
食

形
式
で
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
和
や
か
な

雰
囲
気
の
な
か
進
め
ら
れ
、
大
学
教
職
員
と
ご

父
母
同
士
の
数
少
な
い
貴
重
な
交
流
の
場
と
な

り
ま
し
た
。
１
時
間
程
度
の
限
ら
れ
た
時
間
で

し
た
の
で
、
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
日
頃
お
子
様
と
関
わ
り
の
あ
る
先

生
達
や
同
じ
大
学
に
お
子
様
が
通
う
ご
父
母
同

士
で
直
接
懇
談
出
来
た
こ
と
に
、
ご
満
足
い
た

だ
け
た
よ
う
で
す
。

　

来
年
も
よ
り
多
く
の
会
員
の
皆
様
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

去
る
７
月
５
日
（
土
）、
北
星
学

園
大
学
校
舎
内
に
て
札
幌
地
区
で
の

第
１
回
父
母
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
特
に
就
職
関
係
の
相
談
は
で

き
る
だ
け
早
い
時
期
に
行
う
こ
と
が

望
ま
し
い
と
い
う
こ
と
で
、
３
・
４

年
次
（
短
大
は
2
年
次
）
を
対
象
に

札
幌
地
区
の
み
７
月
に
実
施
し
、
今

回
は
１
０
０
組
の
申
し
込
み
が
あ
り

ま
し
た
。

　

ま
ず
全
体
会
で
は
、
深
澤
秀
則

後
援
会
会
長
と
、
田
村
信
一
学
長
よ

り
大
学
の
現
状
を
含
め
た
挨
拶
が
あ

り
、
次
に
原
島
正
衛
経
済
学
部
長
よ

り
資
料
に
基
づ
き
修
学
関
係
全
般
の

説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、

就
職
関
係
の
具
体
的
な
説
明
を
希
望

す
る
声
が
多
い
こ
と
か
ら
、
キ
ャ
リ

ア
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
長
の
長
谷
川

典
子
教
授
か
ら
就
職
状
況
全
般
に
つ

い
て
の
説
明
が
あ
り
、
大
変
参
考
に

な
っ
た
と
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

個
別
懇
談
に
つ
き
ま
し
て
は
各
組

20
分
程
度
で
す
が
、
成
績
票

や
履
修
登
録
票
な
ど
の
資
料

に
基
づ
い
た
内
容
の
濃
い
も

の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
お

子
様
か
ら
な
か
な
か
情
報
が

伝
わ
っ
て
こ
な
い
と
い
う
ご

父
母
の
皆
様
も
、
教
員
と
直

接
お
話
し
て
い
た
だ
い
て
、

大
学
で
の
お
子
様
の
様
子
を

知
る
こ
と
が
で
き
安
心
さ
れ

て
い
た
よ
う
で
す
。
個
別
懇

談
ま
で
の
待
ち
時
間
に
は
、

控
室
に
て
履
修
関
係
資
料
や

キ
ャ
ン
パ
ス
ガ
イ
ド
等
の
閲

覧
、
ご
父
母
同
士
の
情
報
交

換
な
ど
が
な
さ
れ
、
空
き
時

間
を
有
効
に
活
用
し
て
い
た

だ
け
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
就
職
に
つ
い
て
の

相
談
は
、
例
年
通
り
個
別
懇

談
前
の
待
ち
時
間
や
面
談
終
了
後
に

就
職
支
援
課
に
て
行
い
ま
し
た
。
就

職
支
援
課
に
は
、
各
企
業
の
資
料
や

求
人
票
、
学
生
が
情
報
収
集
に
利
用

す
る
パ
ソ
コ
ン
な
ど
が
設
置
さ
れ
て

お
り
、実
際
に
見
て
触
れ
る
な
か
で
、

お
子
様
の
就
職
活
動
に
対
し
て
高
い

関
心
を
お
持
ち
に
な
っ
た
よ
う
で
し

た
。

　

今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
父
母
懇
談

会
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。
申
し
込

み
さ
れ
た
方
は
、
ご
確
認
の
上
、
お

忘
れ
な
く
ご
参
加
願
い
ま
す
。ま
た
、

申
し
込
み
は
既
に
締
め
切
っ
て
お
り

ま
す
が
、
希
望
さ
れ
る
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
準
備
の
関
係
が
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
札
幌
会
場
以
外
の
地

区
は
８
月
４
日
（
月
）
ま
で
に
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
８
月
４
日

を
過
ぎ
ま
す
と
、
教
員
の
手
配
が
難

し
く
な
り
、
お
断
わ
り
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

懇親会の様子

就職講演会の様子

父母懇談会全体会

2014（平成26）年度　北星学園大学後援会　役員名簿　（敬称略）

会

長

深
澤　

秀
則

副
会
長

佐
藤　

順
子

髙
谷　

尚
子

上
端　

邦
夫

監

事

松
下　

睦
子

藤
原　

成
昭

在
学
生

父
母
理
事

及
川
ひ
と
み

米
澤　

結
花

我
妻　

理
恵

渋
井　

敏
紀

平
澤　

建
一

福
田
ひ
ろ
み

百
井　

宏
己

堤　
　

淳
子

白
川　

郁
子

杉
本
久
美
子

早
坂　

良
子

眞
田　

美
幸

相
馬　

聖
人

山
端　

和
子

眞
嶋　

悦
子

本
宮　

一
恵

町
田　

紀
子

阿
部　

美
佳

内
山　

保
志

黒
山　

真
弓

南　
　

計
之

波
連　

利
吏

秋
山
一
二
三

髙
田　
　

敦

明
田
多
佳
子

星
野　

浩
一

秋
月　

恵
子

松
本
紀
伊
子

川
端　

博
美

石
野　

百
美

溝
口　

恭
子

蝦
名　
　

愛

馬
場　

洋
二

黒
江　

貴
志

安
念　

弘
子

丹
羽　

恵
子

同
窓
生
理
事

斉
藤　
　

誠

中
村　

一
寛

小
村
知
江
子

第
１
回
札
幌
地
区

父
母
懇
談
会
報
告

8月30日（土） 北 見 会 場 ビッツアークホテル

8月31日（日） 旭 川 会 場 旭川グランドホテル

９月６日（土） 釧 路 会 場 釧路プリンスホテル

９月７日（日） 帯 広 会 場 帯広東急イン

9月13日（土） 函 館 会 場 函館国際ホテル

9月14日（日） 苫小牧会場 グランドホテルニュー王子

10月25日（土） 札 幌 会 場 北星学園大学校舎（全学年対象）

２
０
１
４
年
度

総
会
・
懇
親
会
開
催
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１．2014年度　会員数見込
２．事業計画

（１）教育・研究条件整備補助事業（会則第４条第１号）
①図書の充実のため「後援会文庫」に関する補助
②事務効率化のための事務用機器（事務部門に配置するパソコン等）の購入費補助
③教育用機器充実のための機器購入費補助

（２）教育研究活動補助事業（会則第４条第２号）
①教育・研究活動の充実のための補助（北星ビジネス通信印刷費に係る費用）
②教員の学術出版に対する補助

（３）学術講演会・学会補助事業（会則第４条第３号）
①北星学園大学英文学科卒英語教員研究協議会（卒業生の中学・高校教員と本学教員）の活動に対す
る補助

②北星教職ネットワーク（特別支援学校を中心とした現役教員として活躍する卒業生のネットワーク）
整備補助

③北星心理学フォーラムに対する補助
④北星学園大学ジェンダー研究会に対する補助
⑤北星・心コミラウンドテーブルに対する補助
⑥全国学会（含む北海道大会）の学内開催における補助

（４）地区別懇談会事業（会則第４条第４号）
①札幌地区〜全学部（文学部、経済学部、社会福祉学部、短期大学部）合同で開催（７月・10月）
※個別懇談開催前に学科別に控室を設けて、父母同士の懇談ができるようにする。７月は学部の３・
４年次と短期大学部の２年次のみを対象に実施する。10月については全学年を対象として実施する。
②北海道内主要都市等（函館、苫小牧、北見、旭川、帯広、釧路）で開催する。また、実施方法につ
いては、個別懇談をスムーズに進めるために、例年と同様に全体会の時は、概ね学科別に担当者を
囲んで昼食を取りながら基本的な説明を行う。

（５）学生各種活動補助事業（会則第４条第５号）
①課外活動の充実のための備品購入
②大学祭に係る援助
③全国大会出場者への補助（個人及び団体に対して旅費交通費等の一部補助）
④サークル活動活性化に係る費用補助
⑤課外活動広告補助（大会等のプログラム広告掲出料）
⑥就職活動の充実のための補助
　・コンピテンシー診断プログラムB-CATCH利用補助
　・キャリア･デザイン･プログラム（CDP）講座講師料
　・SPI試験料補助
　・モギ就の運営費補助
　・学内企業説明会業務委託
⑦国際交流活動の充実のための補助（教育の国際化援助、東アジア学生交流プロジェクト招聘補助、
派遣留学への渡航費援助、その他の国際交流事業全般）

⑧奨学事業補助（成績優秀者学業奨励金補助）
⑨資格取得のための北星オープンユニバーシティ講座受講料補助（受講料の２割）
⑩学生ボランティア（東日本大震災被災地への派遣等）
⑪ピアサポート学生への報酬

（６）広報活動事業（会則第４条第６号）
①「後援会だより」年４回発行
　・　「学園報」を会員に送付する。（学園情報の提供）
②「会員台帳（名簿）」及び「後援会活動報告書」の作成

（７）その他の事業（会則第４条第７号）
①新入生への援助（真空ステンレスワンタッチボトル・ホチキスセットの提供）
②在学生への援助（同窓会等との共催による文化講演会、各種コンサート開催等）
③卒業生への援助（卒業祝賀会開催、卒業証書ホルダー、卒業記念品贈呈等）
④文化事業援助（スプリングコンサート、オータムコンサート、講演会、チャペルコンサート等）

３．事業基金繰り入れ
　全体の事業計画及び予算の執行状況を勘案し、事業基金を繰り入れる。
　目的として、改修予定の新センター棟における学生交流スペース充実のためのテーブルや椅子・ベ
ンチ等の什器購入資金に充てる。

４．事業基金積立金の取り崩し
　新Ｃ館の１階のホワイエ（講堂前の２階まで吹抜けのロビー）、各階のラウンジ（休憩場所）といった
学生の憩いの場及び交流スペース充実のためのテーブルや椅子・ベンチ等の什器購入資金に充てる。

１．会議の開催状況
①2013年５月22日（水）　第１回　役員会　開催
　（於：札幌ガーデンパレス）� 43名出席
②2013年６月１日（土）　総会・懇親会　開催
　（於：大谷地キャンパス）

総会　136名出席　懇親会　118名出席
③2014年１月15日（水）　第２回　役員会　開催
　（於：札幌ガーデンパレス）

役員会　37名出席　　懇親会　37名出席

２．予算執行状況
（１）教育・研究条件整備補助事業（7,600,000円） 

●「後援会文庫」
・後援会寄贈図書� 2,000,000円
●事務用機器補助
・事務用機器補助� 1,800,000円
●教育用機器補助
・教育用機器補助� 3,800,000円

（２）教育・研究活動補助事業（2,950,000円） 
・北星ビジネス通信� 300,000円
●学術出版補助［2,650,000円］
・｢児童養護施設実践の展開方法と分析視角｣（栗山隆教授）�1,000,000円
・｢報道の正義、社会の正義─現場から問うマスコミ倫理｣（阪井宏教授）�1,000,000円
・｢長崎方言からみた語音調の構造｣（松浦年男准教授）� 650,000円

（３）学術講演会・学会補助事業（2,199,462円） 
●北星英研補助� 50,000円
●北星教職ネットワーク� 200,000円
●北星心理学フォーラム� 130,000円
●北星学園大学ジェンダー研究会補助� 160,000円
●北星・心コミラウンドテーブル補助� 149,462円
●学会補助［1,510,000円］
・文　学　部　蓑内　　豊　教授
　　　　　　　　「日本健康心理学会」� 200,000円
・文　学　部　高橋　克依　教授
　　　　　　　　「北海道地域文化学会」� 110,000円
・文　学　部　片岡　　徹　准教授
　　　　　　　　「日本ペスタロッチー・フレーベル学会」� 200,000円
・経 済 学 部　小野　有五　教授
　　　　　　　　「国際地理学会」� 100,000円
・社会福祉学部　今川　民雄　教授
　　　　　　　　「日本グループ・ダイナミックス学会」� 200,000円
・社会福祉学部　田中耕一郎　教授
　　　　　　　　「日本社会福祉学会」� 200,000円
・社会福祉学部　杉岡　直人　教授
　　　　　　　　「北海道地域福祉学会」� 200,000円
・短期大学部　竹村　雅史　教授
　　　　　　　　「北海道英語教育学会」� 200,000円
・短期大学部　藤原　里佐　教授
　　　　　　　　「北海道子ども学会」� 100,000円

（４）地区別父母懇談会事業（7,038,834円） 
●経費総額� 7,038,834円

（５）学生各種活動補助事業（33,180,451円） 
●課外活動補助
・課外活動補助（アンプ、リノリューム、座布団、スピーカー、
ビデオカメラ、三脚他）� 541,350円
・大学祭援助金� 300,000円
・大学祭テント、ブース他� 2,131,500円
・全国大会出場補助（合気道部、フットサル同好会、剣道部、
軟式庭球部、放送研究会、映画研究会、少林寺拳法部、卓球部、
チアダンス部、バレーボール部）� 1,918,421円
・学内団体援助金� 2,438,000円
・課外活動広告補助（硬式野球部、アイスホッケー部、吹奏楽部）
� 66,000円
●就職活動補助
・B-CATCH運用補助� 2,625,000円
・就職支援セミナー他� 4,581,630円
・エントリーシート添削・SPI補助� 1,059,600円
●国際交流活動補助
・国際交流活動、派遣留学生への奨学金補助� 6,000,000円
●奨学事業補助
・成績優秀者学業奨励金補助� 3,970,000円
●北星オープンユニバーシティ受講料補助
・オープンユニバーシティ受講料補助� 5,048,950円
●ボランティア活動� 2,500,000円

（６）広報活動事業（2,696,576円） 
●後援会だより発行（年4回）
　（第113号6/1、第114号8/1、第115号12/2、第116号3/14）

2,695,078円
●後援会会員台帳（名簿印刷代）� 1,498円

（７）その他の事業（21,296,337円） 
●事務運営費� 444,051円
●役員会・総会・懇親会� 1,279,350円
●事業基金への繰入� 4,000,000円
●大学行事助成費
・新入生への記念品� 1,582,000円
・卒業記念祝賀会、卒業記念品贈呈、卒業証書用ホルダー

13,148,840円
・文化事業援助（後藤ミホコ、講演会、オータム、チャペルコン
サート謝礼）� 842,096円

３．入会状況
在学生父母　3,988名、同窓生　6名（計3,994名）
※在学生父母数は、後援会だより第116号発送者数（4,128名）
から会費未納者を除く数

開催地 日　程 会　　場 教職
員数

　　　　　　　　　　参加組数（人数） ※（　　）：実人数
英文 心コ 経済 経情 経法 福計 福臨 福心 短英 短生 合　計

札 幌 6/29（土） 北 星 学 園 大 学 63 26 11 19 15 8 9 11 5 8 5 117 （156）
函 館 8/24（土） 函 館 国 際 ホ テ ル 18 2 5 6 4 7 2 3 1 2 0 32 （39）
苫小牧 8/25（日） グランドホテルニュー王子 12 3 0 3 0 0 1 1 3 1 1 13 （17）
北 見 8/31（土） ビ ッ ツ ア ー ク ホ テ ル 16 4 2 12 2 4 0 3 0 3 0 30 （37）
旭 川 9/01（日） 旭 川 グ ラ ン ド ホ テ ル 20 7 4 10 2 6 4 6 3 2 0 44 （57）
帯 広 9/07（土） 帯 広 東 急 イ ン 15 2 3 2 1 5 4 1 2 3 0 23 （31）
釧 路 9/08（日） 釧 路 プ リ ン ス ホ テ ル 11 2 1 2 0 0 0 3 3 0 0 11 （19）
札 幌 10/26（土） 北 星 学 園 大 学 68 31 18 21 15 15 11 18 10 8 7 154 （197）

合　　計 223 77 44 75 39 45 31 46 27 27 13 424 （553）

在学生父母� 3,935名
（会費未徴収者除く）

同　窓　生� ６名
3,941名

2014（平成26）年度　北星学園大学後援会 事業計画2013（平成25）年度　北星学園大学後援会 事業報告　2014年３月31日現在

2014（平成26）年度　北星学園大学後援会 予算2013（平成25）年度　北星学園大学後援会 決算
【収入の部】�【収入の部】� 2014年３月31日現在

【支出の部】【支出の部】

科　　目 2014年度
予　　　算 決算対比 摘　　　　要

会 費 78,760,000 ▲　1,060,000 父母@20,000＊3,935名（休学者・兄弟減免等除く）、同窓生等@10,000＊6名
受 取 利 息 6,500 ▲　11
雑 収 入 0 0
寄 付 金 0 0
会 費 前 受 金 0 0
前 年 度 繰 越 金 6,034,159 2,864,851

計 84,800,659 1,804,840

科　　目 2013年度
予　　　算

2013年度
決　　　算 増　減 摘　　　　要

会 費 82,780,000 79,820,000 ▲　2,960,000 父母@20,000＊3,988名（在籍者4,128-未徴収者140）、同窓生等@10,000＊6名
受 取 利 息 7,000 6,511 ▲　489
雑 収 入 0 0 0
寄 付 金 0 0 0
会 費 前 受 金 0 0 0
前 年 度 繰 越 金 3,169,308 3,169,308 0

計 85,956,308 82,995,819 ▲　2,960,489

会則条項 科　　目 2014年度
予　　　算 決算対比 摘　　　　要

第 ４ 条
第 １ 号

教 育・研 究 条 件
整 備 補 助

3,000,000 1,000,000 後援会文庫（2014年1月10日第２回役員会にて要望）
1,800,000 0 事務用機器補助
3,800,000 0 教育用機器補助

（小計） 8,600,000 1,000,000

〃第２号 教育・研究活動補助
300,000 0 教育研究活動補助（北星ビジネス通信）

1,000,000 ▲　1,650,000 学術出版補助（1件）
（小計） 1,300,000 ▲　1,650,000

〃第３号 学 術 講 演 会 ・
学 会 補 助

50,000 0 北星学園大学英語教員研究会補助
200,000 0 北星教職ネットワーク補助
100,000 ▲　30,000 北星学園大学心理学フォーラム補助（豊村）
160,000 0 北星学園大学ジェンダー研究会補助（ネンシュティール）
170,000 20,538 心コミラウンドテーブル補助（田辺）
190,000 ▲　1,320,000 全国学会学内開催補助（2件）

（小計） 870,000 ▲　1,329,462
〃第４号 地区別父母懇談会費 7,800,000 761,166 後援会地区別父母懇談会費（札幌､函館､苫小牧､北見､旭川､帯広､釧路）

〃第５号

1,000,000 458,650 課外活動補助（その他課外活動備品補助等）
300,000 0 課外活動補助（大学祭援助）

2,200,000 68,500 課外活動補助（大学祭テント・ブース等）
Ａ（計） 　 400,000 253,999 課外活動補助（全国大会個人）

3,000,000 1,227,580 課外活動補助（全国大会団体）
3,500,000 1,062,000 サークル活動活性化補助
150,000 84,000 課外活動広告補助

Ａ（計） 10,550,000 3,154,729
2,700,000 75,000 B-CATCH補助

Ｂ（計） 　 5,300,000 718,370 キャリアデザインプログラム講座講師料、企業情報提供料、モギ就、学内企業説明会業務委託
1,270,000 210,400 SPI試験受験料

Ｂ（計） 9,270,000 1,003,770
6,000,000 0 国際交流活動補助（中国・韓国・台湾からの短期研修生受入れ、派遣留学生への補助）
3,980,000 10,000 奨学金事業補助（成績優秀者学業奨励金補助）
5,100,000 51,050 北星オープンユニバーシティ講座受講料補助
2,500,000 0 ボランティア活動
800,000 800,000 ピアサポート報酬（@20,000×40名）2014年度は7月から

（小計） 38,200,000 5,019,549

〃第６号 広 報 活 動 費
2,800,000 104,922 後援会だより発行費（年4回発行）

5,000 3,502 会員台帳・活動報告書作成費等
（小計） 2,805,000 108,424

〃第７号

事 務 運 営 費
480,000 35,949 事務運営費（郵送料・資料印刷・振込手数料・後援会備品類・その他）

1,350,000 70,650 役員会・総会・懇親会等
（小計） 1,830,000 106,599

後 援会事業基金 2,000,000 ▲　2,000,000

大 学行事助成費

1,579,500 ▲　2,500 新入生への援助（ステンレスワンタッチボトル＆ホチキスセット）
8,770,000 401,210 卒業生への援助（3月卒業記念祝賀会開催）
200,000 20,000 卒業生への援助（前期末卒業記念祝賀会開催）

4,000,000 220,000 卒業生への援助（卒業記念PHOTOBOOK）
975,000 154,950 卒業生への援助（卒業証書ホルダー）

1,000,000 157,904 文化事業援助（スプリングコンサート、オータムコンサート、講演会、チャペルコンサート）
（小計） 16,524,500 951,564

予　備　費 4,871,159 4,871,159
次年度繰越金 0 ▲　6,034,159

計 84,800,659 1,804,840

会則条項 科　　目 2013年度
予　　　算

2013年度
決　　　算 差　異 執行率 摘　　　　要

第 ４ 条
第 １ 号

教 育・研 究 条 件
整 備 補 助

2,000,000 2,000,000 0 100.0% 後援会文庫
1,800,000 1,800,000 0 100.0% 事務用機器補助
3,800,000 3,800,000 0 100.0% 教育用機器補助

（小計） 7,600,000 7,600,000 0 100.0%

〃第２号 教育・研究活動補助
300,000 300,000 0 100.0% 教育研究活動補助（北星ビジネス通信）

2,700,000 2,650,000 50,000 98.1% 学術出版補助（3件）
（小計） 3,000,000 2,950,000 50,000 98.3%

〃第３号 学 術 講 演 会 ・
学 会 補 助

50,000 50,000 0 100.0% 北星学園大学英語教員研究会補助
200,000 200,000 0 100.0% 北星教職ネットワーク補助
130,000 130,000 0 100.0% 北星学園大学心理学フォーラム補助
160,000 160,000 0 100.0% 北星学園大学ジェンダー研究会補助
170,000 149,462 20,538 87.9% 心コミラウンドテーブル補助

1,510,000 1,510,000 0 100.0% 全国学会学内開催補助（9件）
（小計） 2,220,000 2,199,462 20,538 99.1%

〃第４号 地区別父母懇談会費 7,500,000 7,038,834 461,166 93.9% 後援会地区別父母懇談会費（札幌､函館､苫小牧､北見､旭川､帯広､釧路）

〃第５号

1,000,000 541,350 458,650 54.1% 課外活動補助（その他課外活動備品補助等）
300,000 300,000 0 100.0% 課外活動補助（大学祭援助）

2,200,000 2,131,500 68,500 96.9% 課外活動補助（大学祭テント・ブース等）
Ａ（計） 　 400,000 146,001 253,999 36.5% 課外活動補助（全国大会個人）

3,000,000 1,772,420 1,227,580 59.1% 課外活動補助（全国大会団体）
3,500,000 2,438,000 1,062,000 69.7% サークル活動活性化補助
150,000 66,000 84,000 44.0% 課外活動広告補助

Ａ（計） 10,550,000 7,395,271 3,154,729 70.1%
2,625,000 2,625,000 0 100.0% B-CATCH補助

Ｂ（計） 　 4,950,000 4,581,630 368,370 92.6% キャリアデザインプログラム講座講師料、企業情報提供料、モギ就、学内企業説明会業務委託他
1,620,000 1,059,600 560,400 65.4% エントリーシート添削補助、SPI試験受験料

Ｂ（計） 9,195,000 8,266,230 928,770 89.9%
6,000,000 6,000,000 0 100.0% 国際交流活動補助（中国・韓国・台湾からの短期研修生受入れ、派遣留学生への補助）
3,970,000 3,970,000 0 100.0% 奨学金事業補助（成績優秀者学業奨励金補助）
4,800,000 5,048,950 ▲　248,950 105.2% 北星オープンユニバーシティ講座受講料補助
2,500,000 2,500,000 0 100.0% ボランティア活動

（小計） 37,015,000 33,180,451 3,834,549 89.6%

〃第６号 広 報 活 動 費
2,800,000 2,695,078 104,922 96.3% 後援会だより発行費（年4回発行）
20,000 1,498 18,502 7.5% 会員台帳・活動報告書作成費等

（小計） 2,820,000 2,696,576 123,424 95.6%

〃第７号

事 務 運 営 費
480,000 444,051 35,949 92.5% 事務運営費（郵送料・資料印刷・振込手数料・後援会備品類・その他）

1,300,000 1,279,350 20,650 98.4% 役員会・総会・懇親会等
（小計） 1,780,000 1,723,401 56,599 96.8%

後 援会事業基金 4,000,000 4,000,000 0 100.0%

大 学行事助成費

1,582,000 1,582,000 0 100.0% 新入生への援助（USBメモリ）
8,300,000 8,368,790 ▲　68,790 100.8% 卒業生への援助（3月卒業記念祝賀会開催）
200,000 180,000 20,000 90.0% 卒業生への援助（前期末卒業記念祝賀会開催）

3,800,000 3,780,000 20,000 99.5% 卒業生への援助（卒業記念PHOTOBOOK）
975,000 820,050 154,950 84.1% 卒業生への援助（卒業証書ホルダー）

1,300,000 842,096 457,904 64.8% 文化事業援助（後藤ミホココンサート、オータムコンサート、講演会、チャペルコンサート）
（小計） 16,157,000 15,572,936 584,064 96.4%

予　備　費 3,864,308 0 3,864,308
次年度繰越金 0 6,034,159 ▲　6,034,159

計 85,956,308 82,995,819 2,960,489 　
【後援会事業基金積立会計】【後援会事業基金積立会計】

2013年度末残高 2014年度予算額 2014年度末
見　込　額2014年度繰入額 2014年度取崩額

事業基金 2,000,000 30,000,000
受取利息 19,000
計 67,104,937 2,019,000 30,000,000 39,123,937

2012年度末残高 予算額 決算額 2013年度末残高 摘　　要2013年度繰入額 2013年度取崩額 2013年度繰入額 2013年度取崩額
事業基金 4,000,000 0 4,000,000 0
受取利息 52,578 52,387
計 63,052,550 4,052,578 0 4,052,387 0 67,104,937

学 生 各 種
活動補助

学生各種
活動補助



北 星 学 園 大 学 後 援 会 だ よ り（3）　　　　第118号 2014年８月１日

体育祭を終えて

 池澤夏樹さん講演会

 石川祐支さんコンサート

 クリスマスチャペルコンサート

下記の通り講演会とコンサートを実施いたします。
入場無料ですので、どうぞお越しください。
受付開始日はそれぞれ異なりますのでご留意ください。

〒004−8631　札幌市厚別区大谷地西２丁目３番１号
北星学園大学同窓会事務局　TEL：891−2731　FAX：892−6097

日　時：10月11日（土）14時から
場　所：北星学園大学　図書館棟４階Ａ教室

日　時：10月26日（日）14時から
場　所：北星学園大学　チャペル
演奏者：石川祐支さん（チェロ）、大平由美子さん（ピアノ）

※　演奏予定曲目　ブルッフ：コル・ニドライ
	 　ショパン：ノクターン
	 　バッハ：無伴奏組曲　ほか

日　時：12月７日（日）14時から
場　所：北星学園大学　チャペル
演奏者：駒ヶ嶺ゆかりさん（メゾソプラノ）

　　　　作間令子さん（ピアノ）

※　演奏予定曲目　F.シューベルト：「冬の旅」全曲

　　　　　　　 e-mail： dousoukai@hokusei.ac.jp
（電話受付　平日９：00〜17：00）

連絡先

　「○月○日　○○コンサート（または、10月11日講演会）希望」と明記
のうえ、「氏名、電話番号、参加希望人数」をお書きになり、ハガキ、ＦＡＸ、
e-mail、又はお電話にて下記までお申し込みください。なお、整理券等は発
行しておりませんので、お申し込みをされた方は、当日直接会場までお越し
下さい。なお、小さなお子様の入場はご遠慮ください。定員に達し次第、受
付をお断りする場合もございますのでご了承ください。

お車でのご来場はご遠慮願います。公共交通機関のご利用をお願いいたします。

お申し込み方法について

北星学園大学からのお知らせ

2014 年度　成績優秀者学業奨励生（学籍番号順）

英　 文　 学　 科
1101022
1101048
1101064
1101071
1101134
1201015
1201059
1201081

1201114
1201118
1301005
1301028
1301048
1301080
1301103

心 理・ 応 用 コ ミ ュ
ニ ケ ー シ ョ ン 学 科

1108004
1108010
1108041
1108048
1108087
1208006
1208018
1208034

1208077
1208081
1308020
1308034
1308041
1308076
1308090

経　 済　 学　 科
1103047
1103073
1103081
1103110
1103122
1103132
1103150
1203043
1203096
1203100
1203104

1203115
1203133
1203156
1303067
1303069
1303082
1303086
1303113
1303130
1303131

経 営 情 報 学 科
1104010
1104022
1104049
1104073
1104121
1204054
1204066
1204077

1204086
1204092
1304011
1304025
1304043
1304052
1304065

経 済 法 学 科
1109016 1109019

1109023
1109048
1109077
1209003
1209039
1209063
1209086

1209119
1309015
1309018
1309022
1309079
1309102
1309116

福 祉 計 画 学 科
1105005
1105014
1105034
1105067
1105070
1205029
1205032
1205070

1205073
1205078
1305026
1305028
1305034
1305043
1305078

福 祉 臨 床 学 科
1106030
1106063
1106069
1106084
1106085
1206020
1206032
1206049

1206055
1206076
1306019
1306031
1306039
1306073
1306079

福 祉 心 理 学 科
1107001
1107009
1107042
1107063
1107069
1207002
1207006
1207067

1207070
1207072
1307007
1307012
1307031
1307034
1307057

英 文 学 科（ 短 大 部 ）
1371005
1371020
1371052

1371070
1371139
1371140

生活創造学科（短大部）
1372014
1372030
1372032

1372050
1372055

第53回大学祭実行委員会

委員長　　藤田　　岳

　

今
年
度
の
体
育
祭
は
３
日
目

か
ら
雨
天
と
な
り
、
屋
外
で
行

わ
れ
る
種
目
を
中
断
せ
ざ
る
を

得
な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た

が
、
そ
の
他
の
競
技
で
は
大
き

な
問
題
も
起
き
ず
、
無
事
に
体

育
祭
を
終
え
る
こ
と
が
で
き

大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。
今
年
の

ス
ロ
ー
ガ
ン

は
、
参
加
者

の
方
々
に
練

習
の
成
果
を

す
べ
て
出
し

切
っ
て
ほ
し

い
と
の
意
を

込
め
、「Let 

It Go 

〜
あ

り
の
ま
ま
の

お
前
を
見
せ

ろ
〜
」
と
い

た
し
ま
し

た
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
通

り
、
参
加
し
た
各
選

手
は
生
き
生
き
と
し

た
姿
を
見
せ
、
最
後

ま
で
白
熱
し
た
試
合

が
続
き
ま
し
た
。
選

手
の
皆
さ
ん
は
良
い

思
い
出
に
な
っ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
例
年
同
様
各

サ
ー
ク
ル
・
有
志
の

皆
様
か
ら
多
大
な
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
ス
ム
ー
ズ

な
進
行
、
公
平
な
審
判
で
競
技

が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
毎
年
と

大
き
く
変
わ
る
こ
と
の
な
い
膠

着
し
た
運
営
体
制
で
あ
っ
た
た

め
、
反
省
点
も
多
く
見
つ
け
ら

れ
ま
し
た
。
来
年
は
改
善
を
重

ね
、よ
り
良
い
運
営
体
制
の
元
、

体
育
祭
を
行
う
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
10

月
に
は
毎
年
恒
例
の
星
学
祭
の

開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
な
素
敵
な
星
学
祭
を
作
り

上
げ
る
た
め
、
現
在
鋭
意
準
備

中
で
す
。
ぜ
ひ
、
皆
様
の
お
越

し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 白熱するバスケットボールの試合

ギャラリーが大いに沸いた卓球

受 付 開 始 日 に つ い て

池澤夏樹さん講演会
　●９月22日（月）より受付開始

石川祐支さんコンサート　
　●10月６日（月）より受付開始

クリスマスチャペルコンサート　
　●11月17日（月）より受付開始
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第９弾　震災ボランテイア派遣について

第39回 北星学園大学公開講座
後援／札幌市教育委員会

人口減少社会における生活の危機
～「福祉」の役割と課題～

　スミス・ミッションセンター（SMC）では、「東日本大震災」におき
ましては 2011 年度より８回にわたり、延べ 201 名の学生を宮城県、岩
手県へ派遣しました。現地では、炊き出し支援・瓦礫の撤去・農作業支
援・傾聴ボランティア・子どもの学習支援・引っ越し支援等、様々な活
動を行って来ました。ボランティアに参加した学生たちからは、人生に
影響を与える有意義な経験をしてきたという報告を受けております。こ
れまで交通費の補助など後援会の
皆様のご支援をいただき、この活
動を続けてこられたことを、この
場を借りて感謝申しあげます。
　この夏も SMC の学生活動団体
である北星学園大学学生支援ネッ
ト（通称「北星ネット」）の企画・

運営のもと、第９弾のボランティア派遣を行
います。期間は８月 11 日から９月 13 日で ､
延べ 35 名の学生を５回に分けて送る予定で
す。派遣先は目本キリスト教団東北教区被災
者支援センター「エマオ」で、被災地での農
作業支援、仮設住宅訪問等を行う予定です。
震災から４年目を迎えている被災地ですが、
なお生活復興のお手伝いなど、ボランティア
の力が必要とされているところは依然としてあります。また ､ 近年募集
定員を超える数の応募があり、学生達の社会貢献への意識が高まってい
ます。震災ボランティア活動が学生にとって、有意義な社会体験、人生
経験の機会となるよう、これからも後援会の皆様のご支援とご理解をよ
ろしくお願いいたします。� （チャプレン　日高嘉彦）

ボランティア活動の様子

第８弾震災ボランティア学生派遣式

　
北
海
道
ら
し
い
爽
や
か
な
夏

の
季
節
が
や
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
い
よ
い
よ
、
今
月
末
よ
り

地
区
別
父
母
懇
談
会
が
始
ま
り

ま
す
。

　
事
務
局
で
は
、
各
地
の
父
母

懇
談
会
に
向
け
て
只
今
準
備
を

進
め
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

参
加
さ
れ
た
皆
様
か
ら
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、「
来
て
よ
か
っ

た
」、「
来
年
も
ま
た
参
加
し
た

い
」
と
い
う
声
を
数
多
く
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
年
も
多
く
の

ご
父
母
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
各
会
場
で
お
会
い
出
来

る
こ
と
を
心
よ
り
楽
し
み
に
し

て
お
り
ま
す
。

（
後
援
会
事
務
局
　
大
野
）

募
金
の
ご
協
力
に

深
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

２
０
１
４
年
５
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で

（
敬
称
略
）

北
星
学
園
大
学

教
育
振
興
寄
付
金
ご
芳
名

寄
付

☆
大
学
・
短
期
大
学
部

　
（
父
母
・
同
窓
生
・
理
事
）

伊
藤
　
幸
彦
　
　
髙
木
　
　
理

宮
間
　
啓
好
　
　
常
本
　
克
宏

村
山
　
由
男
　
　
井
戸
川
　
貢

杉
本
　
　
智
　
　
池
田
　
慶
一

谷
口
　
清
貴
　
　
中
野
　
隆
徳

平
田
　
昭
市
　
　
松
本
　
信
司

佐
藤
　
義
和
　
　
伊
豆
　
正
則

小
林
　
慎
一
　
　
石
田
　
祥
章

上
田
　
正
輝
　
　
澤
田
　
恵
二

浅
田
　
　
稔
　
　
牧
野
久
美
子

東
　
　
敏
樹
　
　
中
塚
　
宏
隆

畠
山
　
み
ほ
　
　
日
向
　
喜
幸

中
川
　
一
尚
　
　
佐
々
木
　
潔

福
本
　
定
男
　
　
相
川
　
育
也

手
塚
　
吉
宏
　
　
佐
々
木
孝
浩

石
山
　
　
茂
　
　
細
野
　
茂
美

吉
田
　
和
俊
　
　
寺
師
　
幸
嗣

江
澤
　
　
健
　
　
小
野
寺
正
幸

篠
田
　
　
優
　
　
戸
澤
　
和
彦

渡
部
　
　
浩
　
　
小
村
知
江
子

大
山
　
綱
夫

テーマ

①「開催要項」を広報課にご請求いただき、添付の申込用ハガキに52円切手を貼付し
て、お送りいただくとともに、要項添付の本学所定振込用紙にて、受講料をお振り
込みください。
②月～金曜日9:00-11:30/12:30-17:00のみ、広報課窓口（B館２階）でお申込み頂
けます。事前に電話連絡のうえ、ご来課ください。

■受 講 料／2,000円（全期間セット）
■定　　員／200名（定員に達し次第締め切ります）
■申込締切／2014年９月12日（金）必着（受講料振込・申込ハガキ必着）
■申 込 先／北星学園大学　広報課　「公開講座」係
　　　　　　〒004−8631　札幌市厚別区大谷地西２丁目３番１号
　　　　　　電話　011−891−2731㈹

■開講日程および講義題目� （各回開催時間18：20〜19：50）

日　　程 講　　義　　内　　容

◎第１回
2014年
9月26日（金）

演題：「人口減少社会」が問いかけるもの
講師：砂子田　　　篤（本学　社会福祉学部　教授）
会場：北星学園大学

◎第２回
2014年
10月 3日（金）

演題：人口減少社会における社会的「介護」の意義と介護人材の確保をめぐって
講師：田　中　耕一郎（本学　社会福祉学部　教授）
会場：北星学園大学

◎第３回
2014年
10月10日（金）

演題：人口減少社会と健康
講師：永　井　順　子（本学　社会福祉学部　准教授）
会場：北星学園大学

◎第４回
2014年
10月17日（金）

演題：子育てと教育の側面から見た生活と福祉
講師：久　能　由　弥（本学　社会福祉学部　教授）
会場：北星学園大学

◎第５回
2014年
10月24日（金）

演題：人口減少社会に向けた多様な「仕事」の模索
講師：畑　　　亮　輔（本学　社会福祉学部　専任講師）
会場：北星学園大学

◎第６回
2014年
10月31日（金）

演題：【ミニ・シンポジウム】人口減少社会における生活の危機～「福祉」の役割と課題～
講師：シンポジスト（現場の福祉専門職）－未定－　（司会：西田　充潔　社会福祉学部　教授）
会場：北星学園大学

申　込　方　法


